
四

、
　
模
型
製
作
と
遺
跡
覆
屋

の
建
設

平

城

宮

跡

で

は
、

遺
跡

の
発

掘

と
同

時

に
発

見

遺

構

・
遺

物

の
僥

や
製

作

と

遺

跡

の
露

出

展

示

を
行

っ
て

い

る
。
実

際

の

遺
構

を
展

示

保
存

す

る

こ
と

は
云

う

に

及

ば

ず
、

座

聖

の
製

作

は

残

さ
れ

た

遺
構

や

造
物

の
現

状

か
ら
、

も

と

の
姿

を
復

原

す

る

と

い
う
収

要

な

研

究
課

題

で

も
あ

る

。

ま

た
、
実

際

に
遺
構

や
遺

物

を
調

査

す

る
殴
会

を

も

た
な

い
研

究

者

に
は
重

要

な
研

究

資

料

と
も

な

り
、

さ

ら

に
一

般

の
」へ
々
の
恰

好

の
教

材

と

も

な

る
も

の
で

あ

る

。
平

城

宮
跡

で

は
復

原

座

型
を

建
物

・
遺

構

・
遺

物

に

つ

い
て

製
作

し

、
遺

跡

の

展
示

は
直
接

遺

構

の

卜
‥
に
上
屍

（
覆
屋
）
を

か
け

る
方

法

で
行

っ
て

い

る
。

貶

咽

の

製
作

は
、
建

物

・
遺

構

・
遺

物

に

つ

い
て

行

っ
て

い

る
が

、
建

物

の
復

原
陜

咽

は
昭
和
4
0
年

度

よ

り
作

製

し
、

す

で

に
朱

雀

門
を

始

め
内

裏

正

殿

と
そ

の

附

属
陳

・
築

地
川

廊

な

ど

を
作

成

し
、

今

年
度

は
宮

城
西

而

南
門

を

完

成

し
た

。

建
物

の
復
原

僥

型

は
、

発

掘

し

た
遺

構

か

ら
忠

実
比
1
0
分

の
１

の
縮
尺

で
作
製

し

た

。
建

物

の
設

計

に

つ

い
て

は

現
存

す

る

奈
良

時

代

の
建

造
物

、

発

掘

さ
お

た

余

良
時

代

の
姓

物

遺

構

、
平

安
宮

の
建

物

を
描

い

た
絵

巻
物

お

よ

び
文

献

・
記

録

な

ど

を
参

考

に
基

本

設

計

を

行
な

い
、

さ

ら

に
平

城

宮

跡
発

掘

訓
査

常

任

指
導

委

‥貝
会

中

の
建

築

史
学

専

門

家

の
指

導

を
得

て

、
構

造

・
意

匠
な

ど

厳
密

な

険
討

を

加

え

て
作

製

し

た
。

材

料

は

す

べ
て
桧

材

で

、
完

成

し

た
建

物

の

材
積

は
、
朱

雀

門

で

９
５
６
.１
 ｃ
ｉｆｌ
'

内

裏

正
殿

と

附

属
棟

で
：
６
５
３

ｃ
ｎ
Ｔ

西
面

南

門

で

２
９
１
.１
 
o
i
l
で
あ

る
。

実

際

の
建

築
物

は

こ
の

材
積

の
約

１
千

倍

と

考
え

て

も
大

差

な

い
も

の

で
あ

ろ

う
。

製
作

に
は
６

ヶ
月

か
ら
８

ヶ

月

を
費

や

し

て

い

る
。
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第４図　 平城寓西面南111液 原閥

こ
こ
で
昭
和
4
2年
度
に
作
成
し
た
西
而
南
門
（
工
手
門
）
に
つ

い
て
記

し

て

お
　
1
4

く
。
遺
借
は
昭
和
3
8年
度
の
発
掘
調
査
（
第
1
5次
）
で
発
見
し
た
も
の
で
、

門

の

東
半
分
と
四
面
大
垣
が
確
認
さ
れ
た
。
法
治
は
す
で

に
削
平
さ
れ
て
い
る
が
、
基

滾
の
掘
込
み
地
柴
が
残
っ
て

い
た
。
基
壇
の
大
き
さ
は
南
北
幅
3
2
m、
東
西
幅
推

定
1
4
m
で
朱

雀
門
と
比
べ
る
と
南
北
幅

は
ほ
ｙ

等
し
く
、
東
叫
幅
で
約
３
ｍ
短

か

い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
の
結
果
、
西
面
南
門
（
第
４
図
）
は
５
間
×
２
間
「
桁
行
は

朱
雀
門
と
同
じ
く
1
7天
平
尺
（
？
）ヨ
）
等
間
、
梁
行
は
1
5天
平
尺
（
４
.
5
m）
等
間
〕
と
し
、

東
大
寺
転
害
門
に
な
ら
い
叭
屑

切
妻
造
本
瓦
葺
。
爪
壇
一
は
凝
灰
岩
壇
上
積
蛾
壇
と

し
た
。
哇
隕
は
転
害
門

に
な
ら
い
7
2
伽
と
し
、
柱
は
上
部
に
粽
を
付
し
た
。
組
物

は
平
三
斗
と
し
、
構

造
は
二
重
虹
梁
蟇
股
と
し
た
。
軒
は
二
軒
と
し
、
地
捶
断
而

は
円
、
飛
原
極
断
而

は
角
と
し
、
内
部
は
三
陳
造
と
し
た
。
屋
限
は
原
端

に
鬼
瓦

を
つ
け
、
降
陳
を
も
う
け
た
。

次
に
遺
構
獏
聖
の
製
作
は
昭
和
4
2年
度
に
行
な
い
、
第
2
1・
3
8・
4
0次
発
掘
調

査
で
発
見
し
た
坊
積
基
壇
建
物
を
中
心
と
す
る
市
や
四
7
0
m
・

南
北
１
３
０
 
mの
範
囲

を
5
0分

の
１
の
縮
尺
で
忠
実

に
作
製
し
た
（
第
７
図
）。
材
料
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
樹

脂
を
使

い
、

ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス
埋
込
み
、
彩
色
仕
上
げ
と
し
た
。
土
色
は
地
山
而
と

位
地
層

の
面
を
区
別
し
、
下
層
遺
構

の
あ
る
個
所
は
上
層
遺
店
を
と
り
は
ず
し
て

見
え
る
よ
う
に
二
重
と
し
た
。
井
戸

や
清

の
側
而

・
底
而
な
ど
の
細
部

に
つ
い
て

も
忠
尖

に
表
現

し
た
。

遺
物

の
杖
型
は
す
で
に
隼
人
楯
や
織
物
を
織
る
際
に
使
川
し
た
糸
巻
・
紡
垂
車

を
削
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
材
質

が
木
で
あ
り
、
変
形

や
破
損
を
受
け
昜

い

た
め
早
急

に
現
状
模
型
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
模
型
は
現
状
そ

の
ま

ま

の

も

の

と
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
完
形
復
原
と
両
方

を
原
寸
で
行
っ
て
い
る
。
現
状
漠
型
は



彩
色
も
現
在
認

め
ら
れ
る
色
調
を
表
現
し
、
復
原
漠
型
で
は
残
存
す
る
色
彩
か
ら

復
原

し
た
彩
色
を
行
っ
て
い
る
。
材
料
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
系
固
脂
を
使
っ
た
が
、

笵
は
同
様
合
成
樹
脂
を
使
用
し
て
作
っ
た
の
で
厳
密
な
現
状

の
記
録
と
な
っ
て
い

る
Ｏ昭

和
4
3年
度
に
は
引
続
い
て
紡
績
基
塊
建
物
を
1
0分
の
１
の
縮
尺
で
復
原
す
る

μｊ

- 。 Ｉ Ｉ Ｗ

平
城
宮
発
掘
調
査
1
0年
の
進
艇

第５図 平城宮遺跡吩 顏謳:1淵

の
を
は
じ
め
、
平
城
宮
跡
一
帯
の
現
状
地
形
摸
製
な
ど
を
設
計
製
作
す
る
予
定
で

あ

る
。
現
在
こ
れ

ら
の
模
型
は
遺
構

と
と
も
に
覆
屋
内
に
展
示
し
活
川
し
て
い
る
。

覆
屋
は
昭
和
4
0年
度

か
ら
建
設
を
始
め
、
覆
屋
、
陳
列
陳
な
ど
４
陳

が
完
成
し

（
第
５
図
）
、

総
而
砧

は
１
｡６
４
０
 ｍ
２
で
あ

る
。

建
物
は
鉄
骨
ブ
ロ
ッ

ク
造
平
屋
建
て

で

、
外
観

の
デ

ザ
イ
ン
は
直
線
を
基
洲
と
し
た
簡
素
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

建
物
は
重
要
な
遺
跡
が
川

っ
て
い
る
上
に
姓
て
る
た
め
、
地
下
を
掘
っ
て
蛾
礎
を

設
け
る
こ
と
は
出
来
ず
、
遺
盾
が
破
壊
を
受
け
ぬ
よ
う
約
１
ｍ
の
盛
土
を
し
た
。

壁
而
は
上
部

に
設
け

た
窓
、
出
人

口
以
外
は
す
べ
て
ブ
ロ
ッ
ク
債
み
で

、
柱
に
は

Ｈ
聖
錮

、
屋
根
に
は
デ
ッ
弋

プ
レ
ー
ト
を
川
い
て
お
り
、
鉄
骨
は
す
べ
て
コ
ー
ル

テ

ン
錮
で
あ
る
。

第 ６図　 遺跡蹤雌内 部
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昭
和
4
0・
4
1年
度
に
建
設
し
た
３
陳
の
覆
屋
と
陳
列
棟

に
は
、
第
2
1次
発
掘
調

査
で
発
見
し
た
掘
立
柱
建
物
・
凝
灰
岩
切
石
債
清
を
展
示
し

た
。
今
年
度
は
、
第

3
8次
発
掘
訓
査
で
発
見
し

た
坊
債
基
壇
の
建
物
を
露
出
展
示
し

た
（
第
６
図
）
が
、

こ
の
覆
屋
に
は
実
験
的
に
実
際
の
坊
債
基
壇
遺
盾
の
北
半
分
を
覆
屋
内
に
露
出
さ

せ
、
南
半
分
は
磑
屋
の
外
で
基
壇
を
復
原
展
示
す

る
こ
と
に
し
た
。
覆
屋
内
に
は

遣
店
の
展
示
と
と
も
に
広

い
展
示
空
間
を
も
う
け
、
建
物
・
遺
構
の
復
原
座
型
や

日
口
分

の
１
の
平
城
宮
全
体
復
原
畷
型
、
写
真
な
ど
を
展
示
し
て

い
る
。

・
・

・

。

ド

‘
’

。゙
‥り

’‘に
廴

」
ａ

Ｆ

阮

Ｌ

Ｌ

遺
跡
覆
屋
の
付
属
棟
と
し
て
建
設
し
た
出
土
辿
物
陳
列
棟
は
、

床
而
積
が
｝
呂

‘`
で
、
建
物
の
構
造
は
遺
跡
覆
屋
と
変
ら
な
い
。
建
物
内
に
は
壁
而
に
1
0
mの
陳

列
圄

を
も
う
け
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
軒
丸
・
軒
平
瓦
を
は
じ

め
と
し
た
瓦
類

・
土
器
・
金
属
器
・
木
器
類
な
ど
の
造
物
を
陳
列
し
て
い
る
。
床
面
に
は
同
様
出

土
し
た
井
戸
、
掘
立
柱
柱
根
・
木
鬮
や
建
築
部
材
を
展
示
し
て
い
る
。
・
。。
…

こ
れ
ら
の
覆
屋
・
陳
列
陳

の
建
設
は
、
す
べ
て
文
化
庁
文
化
財
傑
護
部
記
念
物

課
の
予
算
で
行
っ
た
も
の
で
あ

る
。

（

村

上

釼

匸

匸 匸匸冫 三LiLご'･ －づ ふ
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冫
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温
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Ｓ
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Ｉ
　
　
　

！
――
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第７図 遺 構 模 型
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